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積水化学工業株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

積水化学工業と米国Ｈ．Ｂ．フーラー社との接着剤事業合弁会社設立について

　積水化学工業株式会社（社長：大久保尚武、以下積水化学）と米国のＨ．Ｂ．フーラー社（社長：アルバートＰ．Ｌ．ストローケン、以下米フーラー）は、この度、接着剤事業で日本と中国に合弁会社を設立することに合意し、合弁契約書に調印しましたのでお知らせいたします。

Ⅰ．背景

米フーラーは世界３３カ国に生産・販売拠点を持つ工業用接着剤では世界シェアＮＯ．１のメーカーです。日本と中国にも製造・販売会社を置き、衛生材料用ホットメルト系接着剤のシェアでは高いシェアを持ち、同分野におけるシェア確保とともに、包装用ホットメルトにおいても売上拡大に注力してきました。

一方、積水化学は日本市場において包装用ホットメルトではトップメーカーであり、変成シリコーンにも強みを持ち、安定した売上を確保していますが、一層の事業拡大のためにはホットメルト分野の拡大が不可欠でした。また、需要が拡大する中国においても接着剤事業の進出を検討していました。
※包装用＝段ボール、カートンなどの製造用、衛生材料用＝紙おむつ、生理用ナプキンなどの製造用
Ⅱ．ねらい

両社はホットメルト系接着剤を主力としていることから、販売面、原料調達、生産統合によるメリットが大きいと判断しました。日本においては両社が互いの粘接着剤技術の強みを持ち寄り、ホットメルト系接着剤で市場優位性を強固なものにするとともに、中国においても両社の製品群を統合し売上拡大を図ります。
（１）両社が製品、技術における強みを持ち寄り、日本市場における優位性を強固なものとする。
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（２）原料調達および生産におけるコスト競争力の強化を図る。
　１）積水化学は米フーラー社のグローバルな購買力を活用する。

　２）両社の生産拠点を統合して運営することで、効率化を図る。

（３）中国をはじめとするグローバル展開の強化

　１）拡大する中国市場において、日本で強みを持つ積水化学の製品を拡販する。

　２）積水化学の独自製品を米フーラーの販売拠点を通じて世界展開する。

Ⅲ．日本と中国における合弁の概要

1． 日本

（１）米フーラーの１００％子会社である日本現地法人 日本フーラー(株)の接着剤事業を吸収合併し、積水化学の１００％子会社であるセキスイエスダイン(株)を存続会社とした新会社を設立する。

（２）円滑な統合のため、第一段階として積水化学６０％、米フーラー４０％出資とし、２年間の移行期間を設け、５０：５０の折半出資とする予定。

＜スケジュール＞

　　２００５年２月１２日　　　合弁契約書調印

　　２００５年４月１日　　　　新会社発足

　　
２．中国

（１）米フーラーが新たに持ち株会社を設立し、同社の中国の子会社である富楽（中国）粘合剤（製造・販売会社）、富力膠貿易（上海）（輸出及び輸入販売）を傘下に置く。

（２）円滑な統合のため、第一段階として積水化学２０％、米フーラー８０％出資とし、２年間の移行期間を設け、３０：７０の出資比率とする予定。

＜スケジュール＞

　　２００５年３月中旬　　　　米フーラーが持ち株会社設立

　　２００５年４月１日　　　　積水化学が２０％出資

【日本】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【中国】

　　積水化学　　出資比率　　米フーラー社　　  　　積水化学　　出資比率　　米フーラー社
　　第一段階60％：40％（2005/4/1）　　　　　 　   第一段階 20％：80%（2005/4/1）

第二段階50％：50％（2007年度予定）　　　　     第二段階 30％：70％（2007年度予定）
　

　新会社：積水ﾌｰﾗｰ株式会社　　　　　　　　　  　　　　持ち株会社　　

富楽（中国）粘合有限公司　富力膠貿易（上海）有限公司

Ⅳ．事業目標

1． 日本
売上高　２００４年度（現 日本フーラー、セキスイエスダインの合算）１５５億円

２００５年度（合弁後）　　　　１６２億円　　　　　　　　

２．中国

売上高　２００４年度（現 富楽（中国）粘合有限公司）２５６百万人民元

２００５年度（合弁後）　　　　 ３２１百万人民元　　　　　　　　
Ⅴ．合弁会社の概要（２００５年４月１日からの新体制）
1． 日本

　　積水フーラー株式会社（Sekisui Fuller Co., Ltd.）

・事業内容　　　　　　接着剤の製造及び販売

・本社所在地　　　　　大阪市北区西天満２丁目４－４

　　　・資本金　　　　　　　４００百万円

　　　・設立　　　　　　　　２００５年４月１日（予定）

・出資比率　　　　　　積水化学　６０％、米フーラー　４０％

　　　・役員　　　　　　　　社長 未定（積水化学より選任）
　　　　　　　　　　　　　　（他の役員　積水化学２名、米フーラー２名）

　　　・従業員　　　　　　　約１５０名　

　　　・生産拠点　　　　　　滋賀水口工場（現　積水化学）

　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：滋賀県甲賀市水口町泉１２５９番地
　　　　　　　　　　　　　　静岡浜松工場（現　日本フーラー）

　　　　　　　　　　　　　　　　所在地：静岡県浜松市松島町７００番地

２．フーラーモーリシャス株式会社（H.B.Fuller Mauritius Ltd.）

・事業内容　　　　　中国合弁に対する持ち株会社

・本社所在地　　　　モーリシャス共和国ポートルイス

　　　　・資本金　　　　　　未定

・設立　　　　　　　２００５年３月中旬予定

・出資比率　　　　　米フーラー８０％、積水化学２０％

　　　　・役員　　　　　　　社長 未定（米フーラーより選任）

                        　　（他の役員　積水化学１名、米フーラー３名）
３．中国

（１）富楽（中国）粘合剤有限公司（H.B.Fuller(China)Adhesives Ltd.）

・事業内容　　　　　　接着剤の製造及び中国国内への販売

・本社所在地　　　　　中華人民共和国広州経済技術開発区錦秀南路碧華街10号

　　　・資本金　　　　　　　９８百万人民元

　　　・設立　　　　　　　　１９９８年

　　　・役員　　　　　　　　董事長　トーマス・ヒル（米フーラー）

　　　　　　　　　　　　　　（他の役員　積水化学1名、米フーラー３名）　　　　　　　　　　

　　　・従業員　　　　　　　約１４０名　

　　　・生産拠点　　　　　　本社所在地に同じ

（２）富力膠貿易（上海）有限公司（H.B.Fuller(Shanghai)Trading Ltd.）
・事業内容　　　　　　接着剤の輸出及び輸入販売

・本社所在地　　　　　中華人民共和国上海市外高橋保税区加楓路28号2312室

　　　・資本金　　　　　　　３５百万ＵＳドル

　　　・設立　　　　　　　　２００４年

　　　・役員　　　　　　　　董事長 未定（米フーラーより選任）
　　　　　　　　　　　　　　（他の役員　積水化学１名、米フーラー３名）　　　　　　　　　　　

　　　・従業員　　　　　　　１名　

Ⅵ．親会社の概要

積水化学工業株式会社（Sekisui Chemical Co.,Ltd.）

　　　　・事業内容　　　　　ユニット住宅、合成樹脂製品の製造及び販売

・本社所在地　　　　大阪市北区西天満２丁目４－４

・設立　　　　　　　１９４７年

　　　　・資本金　　　　　　１，０００億円

　　　　・代表者　　　　　　大久保尚武　

　　　　・売上高　　　　　　８，１４８億円（２００４年３月末連結）

　　　　・従業員数　　　　１６，９８７名　（２００４年３月末連結）

　

Ｈ．Ｂ．フーラー社(H.B.Fuller Company)

・事業内容　　　　　接着剤の製造及び販売

・設立　　　　　　　１８８７年
・本社所在地　　　　米国ミネソタ州セントポール市

　　　　・資本金　　　　　　２８百万ＵＳドル（２００３年１１月末）

　　　　・代表者　　　　　　アルバート Ｐ．Ｌ．ストローケン(Albert P.L.Stroucken)

　　　　・売上高　　　　　　１，２８７百万ＵＳドル（２００３年）

　　　　・従業員数　　　　　４，５００名（２００３年）

【ご参考】
1． ホットメルト系接着剤
熱で溶融し接着する接着剤の総称。常温では固形で、加熱すると液状になり、液状で被着体へ塗布。圧着の数秒後で急速に冷えて固まり接着剤として機能します。したがって、作業効率がよく、有機溶剤を含まないので安全性に優れています。用途としては段ボール、カートンケースの製函・封函（包装用）をはじめ、工業用（電気部品等）組立、建築材料の組立、紙オムツ等衛生用品の組立等、幅広く使用されています。
（１）反応性ホットメルト

ホットメルト系接着剤の一種で、塗布から接着する際に空気中の湿気で化学反応（硬化）し、高い耐熱性能を有する接着剤です。主な用途としては建築材料の組立に使われています。
（２）オレフィン系ホットメルト

　　ポリオレフィンを主原料としたホットメルト系接着剤であり、従来使用されているＥＶＡ系（エチレン、酢ビ重合体）接着剤に比較して熱安定性が高く、主に包装用に使われています。
2． 変成シリコーン

空気中の湿気に反応し、硬化するポリマーの総称。硬化すると良好な伸び、弾性を有し、
水密性、気密性、接着性、追従性に優れ、各種建築物の外装、内装の接着やシーリング材として使用されています。
【本件に関するお問い合わせ先】

積水化学工業株式会社　ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部　広報担当　岩本　TEL０３－５５２１－０５２２
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